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 ［特別企画］

医療・介護関連ITサービスの新潮流

香川大学医学部附属病院では本年1月よりMRI手術室が稼働。
オープン型MRIによる術中MRI検査を実施し、迅速、安全、高度な脳腫瘍切除術を行っている（詳しくはグラビア頁）。
MRI手術室内にて、右より田宮 隆脳神経外科教授、臼杵尚志手術部部長、笹川泰弘放射線部診療放射線技師長

病院トップがこのMRIを選んだ理由
確実に病院の戦略ツールとなってきているMRI。その最新型を導入した病院トップに、その選択理由と導入効果について証言してもらった

機器、情報システム、設備 ─ 明日の病院インフラを考える

 ［データ］

MRI設置施設名簿［Part1］

血管造影システム設置施設名簿［Part2］
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―
―
香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院
脳
神
経
外
科

の
沿
革
な
ら
び
に
診
療
の
特
色
か
ら
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

１
９
８
３
年
に
医
学
部
附
属
病
院
が
診
療
を

開
始
す
る
と
と
も
に
脳
神
経
外
科
も
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。
初
代
教
授
は
大
本
堯
史
先
生
、
そ

し
て
91
年
７
月
よ
り
、
現
在
香
川
大
学
の
学
長

を
務
め
る
長
尾
省
吾
先
生
が
２
代
目
教
授
に
就

か
れ
、
そ
の
後
着
実
に
充
実
し
た
診
療
、
研
究
、

教
育
を
重
ね
、
07
年
に
教
授
職
を
私
が
担
当
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
院
は
四
国
地
区
の
中
核
病
院
の
１
つ
と
し

て
、
常
に
最
も
良
質
か
つ
高
度
な
医
療
の
提
供

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
脳
腫
瘍
や
脳
血
管
障
害

な
ど
を
中
心
に
脳
神
経
外
科
領
域
で
扱
う
幅
広

い
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

―
―
脳
神
経
外
科
の
診
療
の
概
要
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
脳
神
経
外
科
に
は
10
名
の
常
勤
医
が

在
籍
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
に
２
名
医
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
脳
腫
瘍
の

治
療
と
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
を
含

め
た
脳
卒
中
に
対
す
る
治
療
で
す
。
な
お
、
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
は
非
常
に
高
い
レ

ベ
ル
で
成
さ
れ
て
お
り
、
当
診
療
科
の
特
長
の

１
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

脳
腫
瘍
の
治
療
で
は
、
良
性
脳
腫
瘍
に
対
し

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
を
確
認
で
き
る
と
い

う
点
で
、
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
に
勝
る
も
の
は
な

い
と
考
え
ま
す
。

　

実
際
の
手
術
、
特
にgliom

a

（
神
経
膠
腫
）

の
手
術
な
ど
で
は
、
切
除
し
よ
う
と
し
て
い
る

部
位
が
腫
瘍
な
の
か
正
常
の
脳
な
の
か
、
肉
眼

で
は
判
断
に
困
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
肉
眼

で
は
腫
瘍
の
全
て
を
切
除
で
き
た
と
思
っ
て
い

て
も
、
腫
瘍
が
残
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で

す
。
そ
の
よ
う
な
評
価
に
つ
い
て
は
、
蛍
光
色

素
を
用
い
る
方
法
も
あ
る
も
の
の
、
完
全
と
は

言
え
ま
せ
ん
。gliom

a

の
手
術
で
は
、
腫
瘍
を

完
全
に
切
除
す
る
こ
と
が
予
後
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
の
で
、
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
非
常
に
有
用
性

が
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
手
術

室
を
導
入
し
た
理
由
は
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

て
は
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
用
い
た
低
侵
襲
、
安
全
、
そ
し
て
正
確
な

脳
神
経
外
科
手
術
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
悪
性

腫
瘍
に
関
し
て
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
用
い
た
最
新
の

画
像
診
断
技
術
を
取
り
入
れ
た
診
療
も
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

手
術
件
数
は
年
間
２
４
０
件
程
度
で
、
こ
れ

に
は
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
脳
外
科
疾

患
に
関
す
る
手
術
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

―
―
Ｍ
Ｒ
Ｉ
手
術
室
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

２
０
１
６
年
１
月
よ
り
稼
働
を
開
始
し
た
新

手
術
棟
建
設
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ
た
と
き
、

ぜ
ひ
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
行
え
る
手
術
室
が
欲

し
い
と
訴
え
た
の
で
す
。
私
は
脳
腫
瘍
の
手
術

が
専
門
分
野
で
す
が
、
術
中
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
撮
影

で
き
る
こ
と
は
、
脳
腫
瘍
の
手
術
に
お
い
て
多

大
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
以
前
よ
り
考
え
て
い

ま
し
た
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
シ
ー
ル
ド
工
事
等
の
必

要
性
か
ら
既
存
の
手
術
室
へ
の
導
入
は
極
め
て

困
難
で
あ
り
、
新
規
に
手
術
室
を
設
置
す
る
時

以
外
に
導
入
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
こ
の
機
会
を
逃
さ
ぬ
よ
う
に
し
た
の
で

す
。
そ
し
て
、
訴
え
の
努
力
が
実
り
、
幸
い
に

設
置
が
認
め
ら
れ
た
の
で
し
た
。

―
―
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

近
年
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
手

術
室
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
が
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
脳
腫
瘍
の
切
除
手
術

を
実
施
し
て
い
る
際
に
、
ど
れ
だ
け
腫
瘍
が
残
っ

て
い
る
の
か
、
も
し
く
は
腫
瘍
を
確
実
に
切
除

　

実
際
導
入
に
あ
た
っ
て
は
山
形
大
学
や
岡
山

大
学
、
鹿
児
島
大
学
、
名
古
屋
大
学
等
の
手
術

室
を
見
学
し
ま
し
た
。
１・５
テ
ス
ラ
以
上
の
高

磁
場
タ
イ
プ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入
し
て
い
る
施
設

と
、
低
磁
場
の
オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
導
入
し

て
い
る
施
設
の
双
方
を
見
学
し
ま
し
た
が
、
当

院
の
運
用
や
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を
勘

案
し
た
結
果
、
低
磁
場
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
型
Ｍ

Ｒ
Ｉ
を
手
術
室
内
に
設
置
す
る
こ
と
に
し
た
の

で
す
。
実
際
に
手
術
室
が
完
成
す
る
と
、
そ
の

コ
ン
パ
ク
ト
性
も
含
め
て
、
当
院
の
運
用
に
あ
っ

た
も
の
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
使
用
し
た
手
術
は
１
月
の

稼
働
以
来
、
11
件
実
施
し
て
い
ま
す
。

―
―
Ｍ
Ｒ
Ｉ
手
術
室
の
使
い
勝
手
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
管
理
区
域
と
な
る
５
ガ
ウ
ス
ラ
イ
ン

は
、
低
磁
場
の
オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
そ
れ
ほ

ど
広
い
ス
ペ
ー
ス
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ

最新の手術棟に採用した術中MRI装置は
検査の迅速性、安全性、省コスト性に優れる
コンパクトタイプのオープン型MRIだった
香川大学医学部附属病院では、進歩を続ける最先端の高度医療を展開するために、
2016年１月より新手術棟の稼働を開始した。８室ある同棟には、
ハイブリッド手術室やロボット支援手術が可能な鏡視下手術用手術室などに加え、
術中MRI検査が可能なMRI手術室を設置。同室は現在、脳腫瘍の手術を中心に活用されている。
MRI手術室設置を主導した脳神経外科教授の田宮 隆氏にMRI手術室の概要を、
放射線部 診療放射線技師長の笹川泰弘氏らに術中MRI検査の現況を聞いた。

香川大学医学部附属病院 2 0 1 6  J u n e

1981 年岡山大学医学部卒。同年岡山大学脳神経外科学教室入局、尾
道市民病院、岡山市民病院等を経て 1991 年岡山大学脳神経外科、
1992 年より米国ハーバード医科大学・マサチューセッツ総合病院脳神経外
科・分子遺伝子学部門に留学。2003 年 4 月から香川医科大学脳神経外
科（現香川大学）、2007 年より現職

田宮 隆（たみや・たかし）氏

手術室に設置された 0.4Tオープン型 MRI「APERTO 
Lucent」。手術室床の黄と黒の線が 5ガウスラインで
ある。シングルピラー構造によるコンパクトさで、手術室
に必要なスペースを極力抑え、コストパフォーマンスに
優れるMRI。写真手前の手術台をガントリ中心部に移
動させ、術中 MRI 検査が可能となっている

（    ）8新　医　療　2016年6月号（    ）9 新　医　療　2016年6月号



ん
、
手
術
場
と
し
て
は
通
常
の
手
術
室
に
比
べ

れ
ば
広
い
面
積
が
必
要
で
す
が
、
５
ガ
ウ
ス
ラ

イ
ン
外
で
は
一
般
的
な
手
術
も
可
能
で
す
。
各

種
器
具
も
非
磁
性
体
に
す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。
当
院
で
も
、
脳
腫
瘍
に
関
す
る
手
術
が
毎

日
実
施
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、

脳
腫
瘍
の
手
術
が
行
わ
れ
な
い
日
に
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

手
術
室
で
通
常
の
手
術
を
行
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
は
重
要
な
要
件
で
す
。

　

な
お
、
高
磁
場
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
て
術
中
画
像

診
断
を
行
う
場
合
、
部
屋
を
仕
切
っ
て
２
室
で

運
用
す
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
当
該
高

磁
場
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
用
い
て
通
常
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を

行
わ
な
け
れ
ば
、
と
て
も
コ
ス
ト
負
担
に
耐
え

ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
執
刀
医
の
立

場
か
ら
す
れ
ば
、
物
理
的
に
も
そ
れ
な
り
の
距

離
を
術
中
の
患
者
さ
ん
を
移
動
さ
せ
な
く
て
は

な
ら
ず
、
安
全
管
理
の
観
点
か
ら
も
決
し
て
歓

迎
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
で
、

こ
の
１
室
型
は
た
い
へ
ん
安
心
感
を
得
ら
れ
る

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
の
術
中
検
査

は
、
検
査
中
の
患
者
さ
ん
の
様
子
を
把
握
し
や

す
い
の
で
、
万
一
の
際
に
も
対
応
し
や
す
い
の
が

良
い
で
す
ね
。
検
査
中
は
脳
神
経
外
科
医
と
麻

酔
科
医
が
い
つ
で
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
待
機

し
て
い
ま
す
が
、
２
室
型
の

も
の
と
異
な
り
、
１
室
型
は
、

い
ざ
と
な
れ
ば
す
ぐ
に
寝
台

を
回
転
さ
せ
て
対
応
で
き
ま

す
か
ら
、
格
段
に
安
全
で
あ

る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

―
―
低
磁
場
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る

術
中
画
像
の
画
質
を
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
ま
す
か
。

　

高
磁
場
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
比
べ
れ

ば
、
画
質
が
劣
る
こ
と
は
仕

方
あ
り
ま
せ
ん
が
、
術
中
術

後
に
医
師
と
し
て
知
り
た
い

診
療
情
報
を
得
ら
れ
て
い
る

か
と
言
わ
れ
れ
ば
、
十
分
に

満
足
で
き
る
画
質
で
あ
る
と

評
価
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
も
、

検
査
時
間
を
長
く
す
れ
ば
画

質
は
向
上
す
る
で
し
ょ
う
が
、

そ
れ
で
は
手
術
時
間
が
徒
に

長
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

現
在
、
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

の
時
間
は
、
撮
影
に
30
分

程
度
、
患
者
の
移
動
を
含

め
て
合
計
１
時
間
程
度
で

す
。
時
間
と
画
質
に
関
し

て
は
、
う
ま
く
運
用
で
き

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
運
用
に

つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の

教
育
・
指
導
に
つ
い
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

他
施
設
の
見
学
が
大
い
に

役
立
っ
て
い
ま
す
。
術
中

Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
看

護
師
や
麻
酔
科
医
、
放
射

線
部
の
ス
タ
ッ
フ
を
あ
る

程
度
固
定
し
て
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
し

0.4Tオープン型 MRI「APERTO Lucent」は柱の位置をオフセットさせることでガントリ中心部へ明かり
が入りやすい構造となっているほか、手術室内の照明環境を考慮した設計となっている

――手術部の業務ならびに陣容についてお
聞かせください。
　手術部は、当院で行われる全ての手術に
ついて、その治療目的が安全に、そして円
滑に遂行できる場を提供する部門です。手
術部には医師 2 名と看護師 45 名、看護補
助者 1名、臨床工学技士 4 名、および事務・
物流管理要員・清掃要員が所属しています。
――新たに稼働を開始した手術棟の概要に
ついてお聞かせください。
　2016 年1月より運用がスタートした新し
い手術棟には 8 つの部屋があります。血管
撮影装置を用いた血管内治療と高度な心臓
手術を実施できるハイブリッド手術室 1室、
術中MRIの撮影が可能なMRI手術室1室、
鏡視下手術用手術室 4 室などですが、鏡視
下手術用手術室の内、1室ではロボット支
援手術を実施しています。比較的短時間の
手術時に用いる旧棟内の手術室と併せると、

計 11室が稼働しています。ただし、当院は
救命救急センター、総合周産期母子医療セ
ンターを有しておりますので、重症救急患者
や緊急帝王切開、小児重症例などへの対応
がいつでも可能なように1室は緊急手術用と
して備える体制をとっています。
――MRI 手術室の運用について、所感をお
聞かせください。
　MRI 手術室の MRI は、永久磁石型の装
置であることから常に磁場が発生し続けてい
るので、磁場対策には十分な配慮が必要で
す。当院の MRI 手術室は、一般の手術も
可能なように装置の配置等に工夫を凝らして
いますが、それでもこの部屋では医療機器
の発するノイズ等への対応など、その運用
には注意が必要です。
　それと、MRI 運用については、実際に手
術を行う医師、看護師らスタッフへの教育は
もちろん、当院は大学病院ですので、学生

に対する教育も徹底する必要がありますね。
　手術棟が新しくなったことで、MRI 手術室
をはじめ、ハイブリッド手術室やロボット支
援手術に対応できる鏡視下手術室等、最先
端の医療機器を揃えた手術環境を整備でき
ました。今後、手術部が病院全体を支え、
躍進させるための部署となればよいと考えて
います。

1981年岡山大学医学部卒。同年同大第二外科研修医、玉野市民病院医員。
国立病院四国がんセンター、牛窓町立病院、姫路聖マリア病院、岡山大学医学部附属病院等を経て、
95年香川医科大学第一外科助手、05年同大医学部附属病院手術部部長、07年より病院教授

I n t e r v i e w

香川大学医学部附属病院
手術部 部長

臼杵尚志氏に聞く
うすき　ひさし

2016 年 1 月に稼働を開始した新手術棟。MRI 検査
室やハイブリッド手術室等、最新の機器と環境を整備
した 8 室が稼働中である

▼
香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院

手
術
室
の
安
全
性
と
稼
働
率
を
重
視
し
た
Ｍ
Ｒ
Ｉ
手
術
室
を
構
築

オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
採
用
で
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に
よ
る
手
術
の
質
が
大
き
く
向
上

1984 年岡山大学医学部附属診療放射線技
師学校卒。1984 年より香川大学医学部附
属病院放射線部勤務。2001 年に保健衛生
学士（放射線技術学）、2011 年に博士（医
学）を取得。2013 年から香川大学医学部
非常勤講師（兼任）。2016 年４月に診療放
射線技師長に就任。

笹川泰弘（ささかわ・やすひろ）氏

　

香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院
放
射
線
部
は
、

33
名
の
診
療
放
射
線
技
師
を
擁
し
、
Ｃ
Ｔ
２
台
、

３
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
１
台
、
１
・
５
Ｔ 

Ｍ
Ｒ
Ｉ
２
台
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
お
よ
び
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
各
１
台
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
２
台
な
ど
、
各
種
モ
ダ
リ
テ
ィ
を

豊
富
に
揃
え
、
検
査
件
数
は
１
ヵ
月
で
一
般
撮

影
系
約
５
０
０
０
件
、
血
管
撮
影
約
２
６
０
件
、

Ｃ
Ｔ
は
約
３
２
０
０
件
、
核
医
学
系
約
４
０
０

件
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
約
９
０
０
件
、
放
射
線
治
療
約

９
０
０
件
実
施
し
て
い
る
。

　

２
０
１
６
年
１
月
か
ら
、
放
射
線
部
で
は
手

術
室
に
新
し
く
導
入
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ

Ｉ
の
運
用
を
任
さ
れ
て
い
る
。
同
装
置
の
運
用

の
現
況
に
つ
い
て
、
診
療
放
射
線
技
師
長
の
笹

川
泰
弘
氏
ら
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

香
川
大
学
医
学
部
附
属
病
院

放
射
線
部 

診
療
放
射
線
技
師
長

笹
川
泰
弘
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

　

２
０
１
６
年
４
月
に
診
療
放
射
線
技
師
長
に

就
任
し
た
笹
川
泰
弘
氏
は
放
射
線
部
の
現
況
に

つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
こ
の
数
年
で
ほ
と
ん
ど
の
検
査
装
置
が
更
新
さ

れ
、
そ
の
検
査
に
対
す
る
能
力
は
格
段
に
高
ま
っ

て
い
ま
す
」

　

同
病
院
は
開
院
以
来
30
年
以
上
を
経
た
こ
と

に
よ
り
、
病
院
再
開
発
計
画
が
計
画
・
推
進
さ

れ
て
き
た
。
一
連
の
計
画
の
中
で
、
新
た
に
手
術

棟
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
脳
神
経
外
科
か

ら
の
要
望
が
大
き
か
っ
た
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
の

導
入
に
つ
い
て
笹
川
氏
は
話
す
。

「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
手
術
室
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
で
、

診
療
放
射
線
技
師
の
立
場
か
ら
も
、
た
い
へ
ん

興
味
を
持
つ
と
同
時
に
責
任
感
が
湧
い
て
き
ま

し
た
ね
。
放
射
線
部
内
だ
け
で
な
く
、
放
射
線

同院の MRI 手術室では、手術用寝台を回転させるだけで寝台をMRI 検査のた
めの適切なポジション位置に移動させることができ、検査の迅速化を図っている

コ
ン
パ
ク
ト
な
シ
ン
グ
ル
ピ
ラ
ー
構
造
の

高
性
能
オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置

オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「A

P
E

R
T

O
 Lucent

」

た
こ
と
に
加
え
、
見
学
施
設
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
、
そ
れ
ら
を
当
院
の
実
情
に
合
わ
せ
て
運
用

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
大
き
な
イ
ン
シ
デ
ン
ト

は
な
く
、
出
だ
し
は
非
常
に
順
調
と
感
じ
て
い

ま
す
。

―
―
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
の
ご
評
価
と
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

メ
ー
カ
ー
で
あ
る
日
立
製
作
所
も
ト
ラ
ブ
ル

に
対
し
て
は
迅
速
な
対
応
を
し
て
く
れ
る
な
ど
、

非
常
に
協
力
的
で
装
置
の
稼
働
も
安
定
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
コ
イ
ル
の
関
係
で
頭
部
の
み
の
手
術

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
頸
部
や
脚
、
関
節

な
ど
の
整
形
領
域
に
対
応
す
る
コ
イ
ル
を
開
発

し
て
も
ら
い
、
同
領
域
で
の
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら

に
活
用
の
幅
が
広
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
“
導
入
し
た
け
れ
ど
使
用
し
て
い
な
い
”
と
い

う
の
が
機
器
導
入
の
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
り
、

不
幸
な
こ
と
に
そ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
し

ば
し
ば
耳
に
し
ま
す
が
、
当
脳
神
経
外
科
で
の

利
用
は
順
調
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
は

gliom
a

の
手
術
が
中
心
で
す
が
、
今
後
は
脳
腫

瘍
で
も
ど
の
よ
う
な
疾
患
で
の
有
用
性
が
高
い

か
、
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
慣
れ
て
く
れ
ば
そ
れ
を
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

結
果
、
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
手
術
件
数
も
今
後
増
え

て
く
る
と
思
い
ま
す
。

系
以
外
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
も
参
加

し
て
の
手
術
室
で
の
装
置
運
用
と

い
う
こ
と
か
ら
、
チ
ー
ム
医
療
と

い
う
言
葉
を
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
」

　

同
院
が
Ｍ
Ｒ
Ｉ
手
術
室
に
設
置

し
た
の
は
０・４
Ｔ
オ
ー
プ
ン
型
Ｍ

Ｒ
Ｉ
「A

PERT
O

 Lucent

（
日

立
製
作
所
）」
で
あ
る
。
日
立
製
の

（    ）10新　医　療　2016年6月号（    ）11 新　医　療　2016年6月号



香川大学医学部附属病院

所在地：香川県木田郡三木町池戸 1750-1
病床数：613 床
病院長：横見瀬裕保
1日当たり平均外来患者数：886.8 名
1日当たり平均入院患者数：474.7 名

　1983年に香川医科大学医学部附属病院と
して開院した香川大学医学部附属病院は、
30年以上香川県の医療の中核施設として、
最新かつ高度な医療を提供してきた。同院で
は、病院の再開発が進められており、2014
年 6 月に新病棟（南病棟）が稼働を開始し、
救命救急センターを設置。2016 年 1月から、
MRI 手術室、ハイブリッド手術室など、最先
端の医療に適応した手術の実施が可能な手
術室を有する新手術棟も稼働を開始している
ほか、さらに東西病棟改修工事、中央診療
棟改修工事、外来診療棟改修工事が予定さ
れており、さらなる発展と、より良質な医療
の提供を目指している。

オ
ー
プ
ン
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
は
唯
一
の
シ
ン
グ
ル
ピ
ラ
ー

（
１
本
柱
）
構
造
を
持
ち
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て

従
来
装
置
よ
り
も
広
い
オ
ー
プ
ン
性
を
実
現
し

て
い
る
。
撮
影
室
寸
法
４
×
５
ｍ
に
設
置
が
可

能
な
上
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ユ
ニ
ッ
ト
も
専
用
の
機
械
室
で

は
な
く
操
作
室
内
に
設
置
が
で
き
る
な
ど
、
シ

ス
テ
ム
全
体
の
コ
ン
パ
ク
ト
性
に
優
れ
て
い
る
。

ま
た
、
消
費
電
力
も
少
な
い
た
め
、
電
源
容
量

を
小
さ
く
で
き
る
だ
け
で
な
く
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
も
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴

は
、
ま
さ
に
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
と
し
て
の
要
件

に
合
致
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

オ
ー
プ
ン
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
術
中
撮
影
開
始
か

ら
４
ヵ
月
が
経
ち
、
そ
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

実
際
に
術
中
撮
影
を
担
当
し
て
い
る
放
射
線
部

主
任
の
勢
川
博
雄
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
脳
手
術
に
お
い

て
、
切
除
す
べ
き
部
位
の
取
り
残
し
が
な
い
か
、

正
確
に
確
認
で
き
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
万
一
取

り
残
し
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
手
術
を
再
開

で
き
る
点
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
実
施
以
前
は
、
手
術
を
終
了
し

て
麻
酔
を
覚
ま
し
、
一
旦
、
患
者
を
放
射
線
部

ま
で
長
い
距
離
移
動
さ
せ
て
か
ら
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査

を
行
い
取
り
残
し
を
確
認
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
場
合
、
万
一
取
り

残
し
が
あ
っ
て
も
、
患
者
に
負
担

が
大
き
い
再
手
術
は
非
常
に
困
難

で
す
。
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
導
入
に

よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
事
例
は
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
に
よ
っ
て

術
中
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
場

所
が
正
確
に
確
認
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
、
当
然
手
術
の
正
確
性
を

高
め
る
と
と
も
に
医
療
安
全
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
な
お
、
低
磁
場

装
置
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
磁
場

Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
の
よ
う
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
対

応
の
特
殊
機
材
が
不
要
で
す
し
、

装
置
自
体
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

が
安
価
で
あ
る
な
ど
、
一
般
の
Ｍ

Ｒ
Ｉ
検
査
に
は
使
用
で
き
な
い
術

中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
に
お
い
て
、
そ
の

対
コ
ス
ト
性
は
極
め
て
高
い
と
言

え
る
で
し
ょ
う
」

　

術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
は
、
現
在
主
に
脳
腫
瘍
に

関
す
る
手
術
で
行
わ
れ
て
お
り
、
２
０
１
６
年

１
月
の
稼
働
以
来
、
10
件
以
上
の
運
用
実
績
が

あ
る
と
い
う
。

　

手
術
室
で
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
運
用
に
お
け
る
放
射
線

部
の
協
力
体
制
に
つ
い
て
、
笹
川
氏
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
話
す
。

「
現
在
、
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
携
わ
る
診
療
放
射
線
技

師
は
３
名
で
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
運
用
し
て
い
ま

す
。
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
、
脳
神
経
外
科
医
、
麻
酔

科
医
、
看
護
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、
Ｍ
Ｅ
技

師
な
ど
多
く
の
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
が
必
要
で
す
。
導
入
開
始
前
に
は
、

関
連
す
る
全
て
の
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
て

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
特
に
磁
場
安
全
管
理

の
講
習
や
、
現
場
で
実
際
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
撮
影
す

る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
永
久
磁
石
型
な
の
で
、

低
磁
場
と
い
え
ど
も
常
に
磁
場
が
発
生
し
て
い

る
た
め
、
手
術
中
以
外
で
も
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
手
術
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
清
掃
員

等
に
よ
る
術
後
の
作
業
に
も
注
意
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
周
知
活
動
は
常
に
広
く
、
そ
し
て
継

続
し
て
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　

オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「A

PERT
O

 Lucent

」

の
運
用
状
況
に
つ
い
て
、
勢
川
氏
と
と
も
に
同

装
置
の
運
用
に
携
わ
っ
て
い
る
放
射
線
部
の
診

療
放
射
線
技
師
で
あ
る
山
崎
達
也
氏
は
つ
ぎ
の

よ
う
に
話
す
。

「
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
は
、
基
本
的
に
全
脳
の

D
W

I

、FLA
IR

、
造
影
後
のT

1W
I

を
撮
影
し

て
い
ま
す
。
症
例
に
よ
っ
てT

2W
I

を
追
加
撮

影
し
た
り
、FO

V

を
関
心
領
域
に
絞
っ
た
画
像

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
基
本
的
に
は
１
回
の
手

術
で
今
述
べ
た
一
連
の
シ
ー
ケ
ン
ス
を
１
回
撮
影

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
今
後
手
術
が
難
し
い

症
例
に
お
い
て
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
に
よ
り
残
存
腫
瘍

が
確
認
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
く
る
と
、
撮
影

回
数
は
当
然
増
え
る
で
し
ょ
う
。

　

検
査
に
掛
か
る
時
間
は
ト
ー
タ
ル
で
約
20
分

を
要
し
て
い
ま
す
。
手
術
室
よ
り
要
請
を
受
け
、

装
置
の
準
備
や
寝
台
の
手
術
室
内
で
の
回
転
移

動
な
ど
の
作
業
を
経
て
、
要
請
を
受
け
て
か
ら

約
45
分
後
に
撮
影
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ノ
イ

ズ
等
の
問
題
が
あ
っ
た
場
合
は
中
断
時
間
が
長

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
迅
速
な

検
査
を
実
施
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
ね
」

　

術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
診
断
用
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影
と
の

違
い
に
つ
い
て
、山
崎
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
オ
ー
プ
ン
型
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
０・
４
Ｔ
と
静
磁
場
強

度
が
低
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｒ
は
低
く

な
り
、
撮
影
時
間
が
長
く
な
り
ま
す
。
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
連
動
さ
せ
る
こ
と
な
ど
も
、

時
間
が
長
く
な
る
要
因
と
な
り
ま
す
。
手
術
中

断
時
間
を
で
き
る
だ
け
短
く
す
る
た
め
、
画
質

と
検
査
時
間
の
兼
ね
合
い
を
ど
の
よ
う
に
調
整

す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
ま
す
。

　

術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
の
最
大
の
問
題
は
外
部

ノ
イ
ズ
で
す
。
手
術
室
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
装
置

や
機
器
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
対
応
の

製
品
は
問
題
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
装

置
類
で
電
源
が
入
っ
て
い
た
り
、
ス
タ
ン
バ
イ
状

態
に
な
っ
て
い
る
機
器
が
存
在
す
る
と
、
そ
こ

か
ら
ノ
イ
ズ
が
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
に
混
入
し
て
ア
ー

チ
フ
ァ
ク
ト
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
れ
故
、

当
院
で
は
使
用
機
器
や
そ
の
配
置
場
所
を
で
き

る
限
り
固
定
し
、
ノ
イ
ズ
発
生
の
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
」

　

安
全
性
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
勢
川
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
手
術
室
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
知
識

が
な
い
ス
タ
ッ
フ
が
多
く
出
入
り
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
療
事
故
を
防
止
す
る
た

め
医
療
安
全
講
習
会
を
定
期
的
に
開
催
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
ね
」

　

山
崎
氏
も
ス
タ
ッ
フ
の
意
識
喚
起
が
安
全
性

確
保
に
欠
か
せ
な
い
と
話
す
。

「
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
の
稼
働
前
に
は
、
手
術
室
に

入
室
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
対
象
に
、
臨
時
で
Ｍ
Ｒ

Ｉ
安
全
管
理
に
関
す
る
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
ま
た
、
普
段
よ
り
看
護
師
の
方
々
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
、
金
属
探
知
機
や
チ
ェ
ッ
ク
表

を
使
用
し
て
、
安
全
性
の
確
保
に
努
力
し
て
い

ま
す
」

　

笹
川
氏
も
、
手
術
部
と
連
携
し
な
が
ら
、
安

全
性
の
確
保
に
は
力
を
い
れ
て
い
く
と
話
し
て

い
る
。

　

笹
川
氏
は
、
診
療
放
射
線
技
師
の
プ
レ
ゼ
ン

ス
を
高
め
る
た
め
、
放
射
線
部
に
属
す
る
ス
タ
ッ

フ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
対
す
る
意
識
づ
け
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
と
話
す
。

「
放
射
線
関
連
の
資
格
・
免
許
取
得
数
と
し
て
は
、

博
士
号
３
名
、
修
士
号
２
名
第
１
種
作
業
環
境

測
定
士
３
名
、
衛
生
工
学
衛
生
管
理
者
２
名
、

医
学
物
理
士
２
名
、
放
射
線
治
療
品
質
管
理
士

２
名
、
放
射
線
治
療
専
門
技
師
３
名
、
磁
気
共

鳴
専
門
技
術
者
３
名
、
核
医
学
専
門
技
師
２
名
、

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
認
定
技
師
５
名
、
救
急
撮
影
専
門
技

師
２
名
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
認
定
技
師
４
名
、
医

療
情
報
技
師
２
名
、
医
用
画
像
情
報
専
門
技
師

１
名
な
ど
、
幅
広
く
多
く
の
資
格
免
許
を
取
得

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
33
名

の
診
療
放
射
線
技
師
の
う
ち
、
26
名
が
第
１
種

放
射
線
取
扱
主
任
者
の
資
格
を
有
し
て
い
る
点

は
、
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
を
揃
え
て
い
る
証
左
で

あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
術
中
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

手
術
室
に
お
け
る
血
管
撮
影
装
置
の
運
用
な
ど
、

チ
ー
ム
医
療
が
進
む
現
代
の
医
療
に
お
い
て
、

診
療
放
射
線
技
師
の
専
門
職
と
し
て
の
存
在
感

が
増
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
チ
ー
ム
医
療
の
中
で
医
師
や
看

護
師
ら
と
最
先
端
の
医
療
技
術
に
つ
い
て
対
等

に
話
し
合
え
る
ス
タ
ッ
フ
を
育
成
し
て
い
く
こ

と
は
、
大
学
病
院
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
大
学
病
院
と
い
う
特
別
な
医
療
現

場
の
中
で
診
療
放
射
線
技
師
も
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

高
め
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

ロボット支援手術用手術室。ロボット支援下前立腺全摘除術など、
低侵襲かつ安全性の高い外科手術を施行することができる

オープン型 MRI「APERTO Lucent」を操作する勢川氏。超電導 MRI の撮影技
術をオープンMRI にも展開、高機能アプリケーションを搭載している

同院では、「APERTO Lucent」を脳腫瘍切除術における残存腫瘍の検査に利用。
Glioma の切除術などに大きな成果を挙げている

ノ
イ
ズ
低
減
と
撮
影
時
間
短
縮
が

診
療
に
貢
献
す
る
画
像
描
出
の
ポ
イ
ン
ト

手
術
室
で
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
撮
影

「オープン型 MRI の磁場強度が 0.4T な
ので、手術用具に特別なものが必要ない
点が医療安全上、重要」と語る放射線
部主任の勢川博雄氏

「高磁場 MRI に比べるとSNR は低いが、
腫瘍残存の診断など、術中診断に関して
は十分な画質であると脳神経外科医から
の評価も高いです」と話す放射線部の山
崎達也氏

チ
ー
ム
医
療
の
進
展
と
と
も
に
、

診
療
放
射
線
技
師
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る

放
射
線
部
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